
第 2 部 自 然 の 保 護 と 利 用

第 1 章 自 然環境 の 現状 と 対 策

第 1 節 自 然環境 の 現状

1 植 物

植物は 、 自然環境に最 も支配されやすい生物であ り 、 気候や地形 、 地質の制約を受け る こ とが多い。

本県の気候は 、 寒冷 . 多雨 ･ 豪雪を伴 う 北陸型 と は異な り 、 む し ろ年平均気温 14℃内外の温暖な地

と いえ る が 、 地勢か ら気候区を分ければ 、 平地部の山陰型気候区 と 山間高冷地の中国山地型気候区に

区分さ れる 。 し たが っ て、 生物 も寒暖両系の生物が混交 して生息 してい る 。 が)

植物の分布を 自然植生か らみれば、 低地には温帯性植物であ る ソ ノ ミ キ シ イ ･ カ シ ･ タ ブ ノ キ な ど

の常緑広葉樹か広がる か 、 標高が高 く な る につれ、 コ ナ フ ･ アベ マ キ帯、 ブ ナ帯、 低木草本帯へと移

行する 。 なかで も 、 大山の中復に西 日本最大の規模を有す る ブ ナの原生林や山頂部の キ ャ フ ボ ク 純林

は 、 本県にお ける 代表的な植物の分布域を形成 してい る 。 ま た 、 中山町の海岸に は 、 自生の南限と い

われる北方系のハマ ナ スが生育する反面、 大山北ろ く の海岸部には 、 南方系のハマ ヒ サ カ キが生育す

る な ど 、 寒暖両系の植物が分布 し てい る 。 そ の他 、 鳥取砂丘の砂丘植生や浦富海岸の ク ロ 松林は非常

に美 し い景観を呈 し てい る 。

一方 、 平野部の神社の境内や城跡に は 自然性豊かな森林が残存 し 、 県民に親 し まれてい る 。

2 動 物

本県の動物についてみる と 、 鳥類は本邦に生育する野鳥の約半数に当た る 200 種が生育 してい る 。

大型動物は少な く 、 わずかに ツ キ ノ ワ グ マ 、 イ ノ シ シが知 られている にすぎず、 他は 一 ホ ンザルな ど

の小型哺乳動物が多い o こ れ ら煮動物の生息分布域ま 、 生活環境や食餌の関係などか ら 、 自 然の生態 の
系がよ く 保全さ れてい る 地域に分布 し 、 県東部では /氾頂郡雨城、 中部では三徳山、 打吹山 、 西部では

大山 、 蒜山を中心と する地域が主た る生息域と いえ る 。 特に 、 大山に は 、 本邦特産の一属一種の珍獣

と して知 られてい る ヤ マ ネや 200 種に及ぶ野鳥、 並びに 1 , 000 種を超す昆虫類などが生息 し 、 西 日本

にお ける小型動物の楽園 と な っ てい る 。 しか し 、 県下の動物の なかで、 学術的に最 も貴重な も のは 、

中国山地の渓流地西伯郡東長田地区に生息 し 、 ｢生き て いる化石｣ と いわれてい る有尾両生類 ｢オ オ

サ ン シ ョ ウ ウ オ ｣ であ る 。

3 地形 、 地質

本県の地形、 地質は 、 構成する地質や火山活動 な ど“こよ り 、 県南城と 県北域では著 し く 相違 している。
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県南域は 、 三郡変成岩類や花崗岩類 などの古い地層か ら な るため地形は急 し ゅ んで、 そ こ には侵食

によ り 生 じた遷憲点が随所にみ られ、 滝や瀬な どの 自然美豊かな景勝地が形成されてい る 。 反面、 北

域は 、 比較的新 しい地質に属する第三紀層や こ れを覆う 畔新世火山岩類が広 く 分布 し 、 地形は一般に

なだ らかであ る 。 さ ら ‘こ 、 本県には大山をは じ め と する新 し い火山活動の所産であ る火山地形が各地

域に分布 している 。 なかで も 、 県東部の扇 / 山 、 氷 ノ 山及び県西部の大山火山群な どは 、 秀麗な山容

と雄大なス ロ ープとが相な っ て、 優れた火山地形を形成 し てい る 。

一方、 日 本海に面する 145 k画こ及るゞ海岸域に は 、 日 本海の荒波と河川の流砂に よ り 形成さ れた鳥取

砂丘、 砂州が発達 し 、 後背地の松林 と相ま っ て 、 白砂、 青松の美 し い砂浜海岸が各所に見受け られる。

ま た 、 県東部の岩石海岸には 、 洞門 、 洞窟、 波食棚等のめず ら し い海岸地形が分布 し 、 こ れ らは透

明な海と緑の 山と よ く 淵和 し 、 山陰の松島と いわれる良好な 自然景観が形成さ れている 。

4 景 観

本県の地形的景観の特色は、 中国 山地の分水界が北に偏 り 、 更にそ の北側に大山火山地帯が横たわ

◆ → て 日 本海こ逮てい る ので、 極めて縦深が浅 く 、 山並の重層する 山国的な景観を呈する点にあ る 。
しか も 、 山陰的多雨と急傾斜の短流河川によ り 、 山地に は深い侵食谷が発達 し 、 河川上流には峡谷の

ほか 、 種や渓谷の発達が顕著であ る 。

大山火山帯では 、 主峰大山の ト ロ イ デ式複式火山のほかに 、 鷲峰山 、 三徳山、 蒜山、 氷 ノ 山な ど鐘

状火山の面影を と どめ る も ののほか 、 船上山、 鉢伏山 、 霊石山、 扇 ノ 山 な ど熔岩台地状を呈する もの

もあ り 、 多様な山地景観を示 してい る 。

海岸の景観は、 肢節密度の高い東部 j ヤ ス式岩石海岸や中部岩石海岸、 こ れ ら につな ぐ鳥取、 北条

砂丘帯と 弓 ヶ浜砂嘴な ど 、 いわゆる 日本海岸地形に特色があ る 。

生物的景観につい てみる と 、 水平的には沿海部の ク ロ マ ッ林帯か ら ア カ マ ツ林、 シ イ 、 タ ブな どの

常緑広葉樹林帯へ、 更に山間奥地のス ギ、 ヒ ノ キ人工林への移行、 垂直的には低位落葉広葉樹林帯か

ら ブナ帯を経て、 ダ イ セ ンキ ャ フ ボ ク 等を含む低木草本帯への移行な ど 自然性豊かな美 しい景観が形

成さ れてい る 。

噂 第 2 節 第 3 回 自 然環境保全基礎凋査 の概要

自然環境保全基礎凋査は 、 自然環境保全法第 5 条に基づき 、 おおむね 辱年ごと に実施さ れる凋査であ

り 、 第 1 回は 、 昭和亀年度に 、 第 2 回は 、 昭和53~54年度に実施された 。

ま た 、 第 3 回は 、 昭和58年度か ら 62年にかけて実施されてお り こ の調査の概要は次の と お り であ る 。
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動植物分布嶺査
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河 川 搦 査

海 岸 澗 査

海域生物環境嶺査

1 植 生 圏 査

極相 と し ての植生帯をみる と 、 本県の最高地は 1 , 729 mであ り 、 垂直分布的概念から見る と 、 常緑

広葉樹林帯と し ての照葉樹林帯と落葉広葉樹林帯と してのブナ帯の二つの植生帯が存在する こ と に な

る 。 しか し 、 最高地であ る大山は山頂効果を受けて 、 キ ャ フ ボ ク 、 ク ロ ソ ョ ゴ 、 ヤ マ ヤ ナ ギな どの 自

然低木林や ヒ ゲ ノ ガ j ヤ ス 、 ナ ン ゴ ク ク ガイ ソ ウ 、 コ メ バツ ガザ ク フ な どに よ る 自然草原な ど特殊な

植生帯が発達 してい る 。 ま た 、 海岸では砂丘や毎食崖の発達か著 し く 、 鳥取県は面積 こ そ小さ い けれ

ど も 、 そ の植生は き わめて多彩であ る 。 以下、 照葉樹林帯域 と ブナ帯域と に 分けて本県の植生を概説

する 。

( 1 ) 照葉樹林帯域

鳥取県では 、 標高 400 ~ 500 m あた り ま で照葉樹林が見 られる 。 し か し 、 ほ と ん どの立地が建造

物、 農林業地に変換さ れ、 自然植生は社叢や城跡 、 利用困難な土壌の浅い急傾斜地等特殊な立地に

かぎ って残存 してい る にすぎ な い 。 こ の林帯域の極相林と しての照葉樹林は 、 日 本海気候を反映 し

て常緑高木の構成樹種は単純化 し 、 ス ダ ジ ィ 、 タ ブ ノ キ 、 ク ロ キ 、 モ チ ノ キ 、 ウ フ ジ ロ ガ シ 、 シ フ

カ シ 、 サ カ キ 、 タ フ ヨ ウ 、 ア カ ガ シ 、 カ ゴ ノ キ な ど と少な い 。 一方、 ブナ帯域に分布の中心を もっ

と みな される落葉広葉樹の混生が しば しば見 う け られ、 垂直分布の乱れが観察される 。 群集単位で

見る と 、 平野部ではス ダ ジ イ やタ ブ ノ キの優占する ス ダ ジイ ーヤ ブ コ ウ ジ群集、 山間部では ウ フ ジ

ロ ガ シ - ヒ メ ア オ キ群集、 シ フ カ シ群集、 ケヤ キ ー チ ャ ボガヤ群集な どが一般的であ る 。

山陽側では土地的極相と して低山城の尾根部に ア カ マ ツ 自然林が多産する が 、 本県では む し ろ稀

で、 八頭郡用瀬町付近や日 野郡 日野町黒坂か ら 日南町生山付近あ る いは東伯郡赤碕町の船上山な ど

と数少な く 、 多 く は断片的にすぎない 。 こ れ ら の林分は希少価値と 同時に ヒ メ コ マ ッを含んでいた

り 、 山陰地方では稀産種であ る ゲ ン カ イ ツ ッ シを有す る林分があ った り で貴重な群落が多い 。

そ の他 、 壬 、 群落、 イ ヌ ブ ナ群落 、 ア フ カ シ群落 も少数なが ら存在する 。
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鳥取県の沿岸には三大河川の千代川 、 天神川 、 日 野川の河 口を中心に して海岸砂丘が広 く 発達し

てい る 。

特に鳥取砂丘は 1 2 kmに 及ぶ奥行を持つ砂丘が保全されてい る ため 、 砂丘列をは さ んで海岸砂丘

と 内陸型砂丘が存在 し 、 多様な砂丘植生が見 られる 。 一方、 砂丘と 交互 して見 られる海食崖な ど岩

石海岸には ク ロ マ ッ 自然林が普通に見 られるが 大山北麓東伯郡中山町御崎の海食崖上のハマ ヒ サ

カ キ群落は北限の群落と して貴重であ る 。 ま た 、 南限群落と してのハマ ナ ス群落が断片的ではあ る

が白 兎海岸および中山町の海岸に見 られる 。

湿原は 、 山地がち の地形を反映 して鳥取県の場合全般的に少ないが、 特に山地の湿原は希少であ

る 。 いずれ も天然。己念物に指定さ れている岩美郡の扇 / 山山麓、 標高約 400 m に位置する 、 唐川湿

原と菅野湿原が特。己 さ れる 。 唐川湿原はカ キ ツバ タ や ト キ ソ ウ 、 菅野湿原は オ オ ミ ズ ゴケや ヨ シな

どに よ って特徴づけ られる 中間湿原であ る 。 特に後者は花粉分析によ っ て 3 万年以上の歴史を有す

ゆ る こ と 力蜘 られてぃ る o
代償植生を見る と 、 言 う ま で も な く 多 く は 田畑やア カ マ ツ 、 ス ギ、 ヒ ノ キな どの植林あ る いは コ

ナ フ な どの二次林であ る が、 傾斜の緩やかな山脚部には本県全域にわた っ て二十世紀ナ シを中心と

する ナ シ園が作 られてい る 。 ま た 、 県の東部地域を中心に してカ キやク j の栽培 も盛んであ る 。 一

方、 ク ロ マ ツ の砂防林によ っ て安定化された砂丘地では ブ ド ウ 、 ス イ カ 、 ナ ガイ モ 、 フ ッ キ ョ ウ 、

タ バ コ な ど多彩な砂地農業が営まれてい る 。 大山山麓の ブナ帯域と接する地域では採草地や放牧地

が多い o

( 2 ) ブナ帯域

照葉樹林帯域か ら ブナ帯域 (い わゆ る中間温帯の落葉広葉樹林を含む) への移行は所によ っ てか

な り相違 し 、 標高 300 ~ 600 mの範囲で起る 。 山地の多い本県の場合、 相当面積がこ の林帯域に包

含さ れる こ と に な るが、 大山山城およ び東部山城を除 く と 、 大半がス ギや ヒ ノ キの植林あ る いは二

次林化 され自然林の残存率は きわめて小さ い 。

ブナ帯域の主体と な る 自然林はブナ林であ る が、 本県の ブナ林は 日本海型ブナ林 (ブナ - チ シマ

鱒 ザサ群団) に包括される ブナ - ク ロ モ ジ窯にま と め られる 。 こ の群集は ク ロ モ ジ ･ チ マ キ ザサ ･
コ バ ノ フ ユ イ チ ゴな どに よ っ て識別さ れる ほかエ ゾユ ズ ン、 、 ハ イ イ ヌ ガヤ 、 ヒ メ モチ 、 ツ ルシキ

ミ 、 ム フ サキ マ ユ ミ 、 ヤ マ ソ プ ッ 、 シ ノ ブカ グ マ な ど常緑の低木や草本に よ っ て特徴づけ られる 。

表 日本型ブナ林 (ブ ナ ース ズタ ケ群団) の要素と 見な される ナ ッ ツバキ 、 イ ヌ シデ、 ク マ シデ、

ア オハ ダ、 タ ン ナサ ワ フ タ ギな どが混生する の も本県の ブナ林の特徴であ り 、 照葉樹林の種類構成

が単純化する のに反 して、 ブナ林は複雑化する 傾向が見 られ る 。 そ の他、 東部の ブナ林に はス ギの

混生が著 し く ス ギ亜群集に同定さ れる 。 特に 、 氷 ノ 山や智頭町の鳴滝山 Q , 287 .3 m ) に顕著であり 、

ブナ林の上にス ギの突出する景観は特異であ る 。

ブ ナ帯域の特異な群落 と し て、 東大山域の勝田 ケ山 ( 1 , 1 49 . 1 m ) の支尾根の甲川に面する 急徐料画
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の 800 m内外の標高地で 1 km余 り の幅を も って断続する細長い露岩地に 、 それぞれはやや断片的で

はあ る が ヒ メ コ マ ッ群落が成立 してい る 。 一方 、 渓谷の同床沿いには サ ワ グ や ト チ ノ キの優占

する サ ワ グル ミ ー ジ ュ ウ モ ン ジ シ ダ群集が発達 してい る 。 こ の群集の重要な構成種である ト チ ノ キ

は本県の東部山地に多い が、 西部山地には少な く 偏在傾向が見 られる 。

本県の最標高地は 1 , 729 mで ブナ帯域に包含され 、 亜高山針葉樹林は存在 し ない 。 大半の山地で

は山頂ま でブナや ミ ズ ナ フ が優占する森林に覆われるが 大山をは じ め幾つかの山岳では山頂効果

の影響に よ り 山頂付近に特異な低木林や草原が発達 してい る 。 特に大山では 、 土地的条件が加わ っ

てそ の状態が顕著に現われ、 1 , 1 00 - 1 , 200 m か ら上部に明白 な 自然植生と しての低木林と 草原が広

く 分布 してい る 。 低木林では 日 本最大の規模で天然品念物に指定さ れてい る キ ャ フ ホ ク 林 、 ヤ マ ヤ

ナ ギ林、 ヒ メ ヤ シ ャ ブ シ林 、 オ オ イ タ ヤ メ イ ケ ッ林、 ミ ス ナ フ ~ ナ ナカ マ ド 、 ヤ マ ヤ ナ ギ 、 ツ ノ ハ

シバ ミ な どが混生する低木林がいわゆ る大山本体に見 られ 、 ク ロ ソ ョ コ 林が三館峰以東のいわゆ る

東大山に 、 北方遺存群落であ る ミ ャ マハ ン ノ キ林が鳥 ケ山に分布する 。 キ ャ フ ボ ク低木林は 、 あ る

い は亜高山針葉樹林の代償的な林分と考え る こ と が出来る か も しれな い 。 Q
草原では乾生型の ヒ ゲ ノ カア ヤ ス ー カ i ヤ ス モ ド キ群落 、好雪湿生型の ナ ン コ ク ク ガイ ソ ウ ー ヒ ト

ツ バ ョ モギ群落、 オ オバギ ボ ウ シ群落 、 高山 性遺存群落と しての コ メ バ ツ カ サ ク フ ー ッ ガザ ク フ 群

落な どがあ る 。 そ の他、 氷 ノ 山山頂一帯に発達する チ シマ ザサ群落 、 那岐山 ( 1 , 240 m ) の サ フ サ

ト ウ ダ ン -- シ キ ウ ッ ギ低木林 も特。己 さ れる 。

代償植生は大半がス ギや ヒ ノ キの植林であ るが 部分的に カ フ マ ッ も試験的に植林さ れてい る 。

2 特定植物群落銅査

第 2 回掘査 (54年度60地点) 以降で新た に淵査する必要を生 じた群落の圏査と既凋査群落に対 して、

群落の消滅、 変化、 保護対策の現状、 変化状況等を把握す る追跡圏査を59~61年度にかけて実施する。

59年度は 、 新規に岩美町地内坂の上神社社そう他の例地点を追加調査し、 60年度は全群落の変化を調

査 した 。 6 1年度に は 、 さ ら るこ 8 地点を追加する予定であ る 。 又、 61年度において典型的な群落を選定

し 、 以降定期的に淵査する生育状況調査を実施する予定であ る 。

3 海域生物環境凋査 "
第 2 回凋査 (54年度 5 個所) した地域を対象に 、 生物の生息状況及び生息環境の現況に ついての時

系列的変化を59年度か ら61年度にかけて淵査す る 。

囲査地は小嶋機 (岩美町) 、 御崎 (中山町) 他の 5 か所の海岸であ る 。

4 動植物分布掲査

59年度に 、 環境庁が÷般の 自然愛好家に参加を求めて ｢環境指標種渦査｣ (身近か な生き もの調査 )

と して 、 最適な生息、 生育環境の幅か狭 く 、 環境の変化の影響を受けやすい生物であ り かつ 、 識別が

容易な動物鱒種 、 植物30種を選定 し通称 ｢緑の国勢澗査 ｣ と して実施さ れた。

環境庁の発表によ る と ~ こ の淵査に協力 したボ フ ン ア ィ ァ の総数は 、 個人 、 団体を合せて、 全国各
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県か ら約 1 0万人あ り 、 27万枚の爵査票に動物1 1 5万件、 植物74万件、 。十189万件の分布に対す る 情

報がよせ られてい る 。

こ の凋査の結果は 、 今後 、 専門家の協力を求め 、 資料の険。寸、 解析等が行なわれる こ と と な っ てい

る 。

分布確認情報の多か っ た も の

動 物

植 物

ス ズ メ 、 ツ ノ ミ メ 、 ミ ン ミ ン ゼ ミ 、 キ ジノ ミ ト 、 ヒ グ フ シ

セイ ヨ ウ タ ンポポ、 ヒ メ ジ ョ オ ン、 セ イ タ カ アワ ダチソ ウ 、 在来タ ンポポ、 ヒルガオ

分布報告の特徴

サ ワ ガ、一

ゲ ン ジ

ボ タ ノレ

カ ワ セ ミ

セ イ タ カ

ア ワ タ チ

ソ ウ

セ イ ヨ ウ

タ ンポ ポ

全国の分布図が作 られたのは初めてであ る 。 従来は 、 分布域が狭い と考え ら

れていたが 北海道か ら も報告され事実とすれは新 しい発見であ る 。

広範囲に分布がみ られ各地で保護増殖対策が行なわれてい る のを う かがわせ

てい る 。

分布域が後退 した と いわれる 1970年 ご ろ に比べ、 各地か ら予想以上に発見さ

れ、 水質浄化、 農薬規制の効果等があが っ た と見 られる 。

全国的に分布図が作 られたのは初めて と 思われる が 、 都市を中心に河原、 造

成地等に広 く 侵入 している様子が確認さ れた 。

外来種が確認さ れて以来、 約 100 年であ る が 、 こ の間に 日本地図が描け る ほ

どの分布に な っ た事は 、 お どろ き であ る 。
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第 3 節 保 全 す べ き 地域

県内に おける 自然環境を保全すへき地域は次の表の と お り であ る 。

な お 、 評価については 、 部門 ご と に特殊性があ り 一律に規定する こ と はでき ないか 学術的な観点

か ら全国 レベルの もの - A級 、 中国地方 レベルの も の - B級 、 県 レベルの もの - C級と して表示 した。

表 1 自 然環境を保全すべき地域 ( 1 )

評 価 部 分 植 物 部 門 動 物 部 門 地 形 部 門 地 質 部 門 。十

A 級 1 0 か所 7 か所 2 か所

2 1

3 か所

1 9

2 2 か所

B 級 1 0 8 5 8

C 級 1 7 7 4 0
一

6 4

合 。十 3 7 2 2 6 3 2 2
( 1 2 8 )

1 4 4

園 合。欄上段 ( ) は地域数の実数

表 2 自然環境を保全すべき地域 ( 2 )

部 門 東 部 地 区 中 部 地 区 西 部 地 区 。十

植 物 2 7 か所 5 か所 5 か所 3 7 か所

動 物 9 5 8 2 2

地 形 3 3 1 5 1 5 6 3

地 質 1 1 4 7 2 2

合 。十 g が く る が gぞ く ま 姿 "

景 観 1 3

困 合。十欄上段 ( ) は地域数の実数
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表 3 保全すべき植物

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

覚 寺 神 社 鳥取市 シ イ 林 C級

伏 野 神 社 イン メソ メソ

御熊神社と その
周辺

イン れソ B 級

細 見 神 社 メソ れソ C 級

香 取 " シイ - カ シ林 A級 指定済

松 上 メソ シ イ -サ カ キ林 れソ んソ

菅 野 国府町 オ オ ミ ズ ゴ ケな どの湿原植物 メソ れソ

甘 露 神 社 岩美町 シ イ 林 C 級

太 田 神 社 れソ メソ "

院 内 部 落周 辺 れソ 常緑広葉樹林 れソ

唐 川 れソ カ キ ツバ タ な どの湿原植物 A級 指定済

裔 黛 神 社 福部村 常緑広葉樹林 C級

南 田 神 社 メソ シ イ - カ シ林 B級

鹿 野 城 跡 鹿野町 タ ブ ー シ イ 林 C級

赤 蔵 神 社 船岡町 シ イ 、 カ シ 、 サ カ キ林 B級

三 谷 神 社 河原町 サカ キ林 C級

北村 権限 の森 れソ ツ バキ 、 タ ブ林 れソ

陣 鉢 山 若桜町 ブナ林 B級

糸 白 見 メソ ヒ メ コ マ ツ ･ シ ャ ク ナケ の 自生地 C級

弁 天 谷 れソ んソ メソ

頭 巾 山 用瀬町 針 ･ 広葉樹混交林 れソ

洗 足 山 れソ ヒ ノ キ ･ ヒ メ コ マ ツ林 A級

犬 山 神 社 " カ シ 、 シ イ 林 B級

三 原 高 原 佐治村 ス ス キ ･ ア カ モ ノ を中心と し た風街草原 れソ
国定公園に
指定済

三国山 高鉢山
高山

佐治村
河原町

ブナ - ミ ズ ナ フ林 A級
一部国定公
園に指定済



名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

鳴 滝 山 智頭町 ブナ林 A級

虫 丼 神 社 れソ カ シ 、 サ カ キ 、 ブ ナ林 B 級

笏 賀 三朝町 ヒ ノ キ ー ツ ク シ シ ャ ク ナ ケ林 A級 指定済

田 代 部 落 れソ ヒ ゲ ノ ガ j ヤ ス ･ ア カ モ ノ が密生する風街草原 B級

若杉山 ･ 津黒山 れソ ア カ モ ノ を混え る風街草原 C級

曽 谷 関金町 オ オ ミ ズ コ ケの 自生する 湿原 B級

箆座 ･ 御崎海岸
赤碕町
中山町

ハマ ヒ サ カ キ群落 A級

馬 場 西伯町 シイ 林 " 指定済

本 宮 部 落周 辺 淀江町 ツバ キ ーモ チ ノ キ林 C級

別 所 日野町 コ ナ フ 林 メソ

1

三 栄 日 南町 ケヤ キ林 たソ

日 谷 神 社 コ ナ フ 、 ア カ マ ツ林 B級

表 4 保全すべき動物

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

千 代 川 河 口 鳥取市 水鳥 (ハ ク チ ョ ウ 、 カ モ類) の渡来、 生息地 C級
銃猟禁止区
域

河 内 ~ 安 蔵 ん7 カ シ カ の生息地 れソ

院 内 岩美町 モ J ア オ ガエ ルの生息地 ‘ソ

酒 津 気高町 ウ ミ ネ コ の渡来地 B級
県立公園指
定済

殿 ~ 矢 原 鹿野町 カ ワ シ ン ジ ュ ガ イ の生息地 たソ

鷲 峰 山 メゾ 鳥類 、 蝶類 (キ フ チ ョ ウ ) の生息地 メソ 鳥獣保護区

大 江 ノ 奧 船岡町 イ ノ シ シ 、 ク マ タ カ の生息地 C級

三 原 高 原 佐治村 鳥類 、 蝶類 ( ウ ス イ ロ ヒ ョ ウ モ ン モ ド キ ) の生息地 B級
国定公園に
指定済

三国山 高鉢山
高山

佐冶村
河原町

鳥類 ( ク マ タ カ ) 、 蝶類 ( ミ ド i シジ ミ類) の生息地 A級
一部国定公
園に指定済

天 神 川 河 口
北条町
羽合町

水鳥 (ガ ン 、 カ モ 、 シギ 、 チ ト j ) の渡来 、 生息地 B 級
銃猟禁止区
域

加 谷 ~ 木 地山 三朝町 カ ジ カ の生息地 C級
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名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

福 山 三朝町 オ オサ ン シ ョ ウ ウ オ の生息地 A級

三 軒 谷 ･ 大 谷 メソ 魚類 (イ ワ ナ 、 ヤ マ メ ) 、 鳥類 (ヤマセ ミ ) の生息地 C級

今 西 関金町 オ オサ ン シ ョ ウ ウ オ の生息地 A級

日 野 川 河 口 米子市 水鳥 (シギ 、 チ ド リ 、 カ イ ツ ブ j ) の生息地 C級
銃猟禁止区
域

彦 名 召ソ コ ハ ク チ ョ ウを主 と する 水鳥の渡来、 生息地 A級 鳥獣保護区

印 賀 日南町 ブ ッ ポ ウ ソ ウ の生息地 れソ

板井原川~
真住用

日野町 アマ ゴの生息地 B級

上 背 イン オ オサ ン シ ョ ウ ウ オの生息地 A級

毛 無 山 江府町 キ ツ ツ キ類の生息地 B級

谷 山 川 溝口町 オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オの生息地 A級

二 部 カ キ リ ム シ 、 ハナ ム グ リ 類の生息地 B級

表 5 保全すへき地形 ･ 地質

〔地 形)

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

児 落 の 谷 鳥取市 若返 り の谷、 学術参考地 C級

雁 金 山 れソ 花崗岩の孤立丘 "

ス ク モ 山 たり ス リ バ チ型の小孤立丘 れソ

矢 山 メソ 孤立山地地形 イン

長 柄 峡 谷 イン 河川争奪に よ っ てでき た深い侵食谷 れソ

摩 尼 山
鳥取市
福部村

花崗岩質岩石の孤立山地地形 れソ

毛 無 山
鳥取市
鹿野町

安山岩の ト ー ム状地形 "

大 石 峡 谷 国府町 上流型の峡谷地形 れソ

今 木 山 イン 冲積平野に お ける残丘 れソ

菅 野 んソ 湿原を有する溶岩台地地形 A級 指定済

金 峰 山 岩美町 第三紀層の孤立山地地形 C 級

- 1 3 -



名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

立 岩 山 岩美町 急傾斜を有す る孤立峰 B 級

酒 / 座 気高町
垂直な崖 ･ 幅広い海食台 ･ 離れ岩な どが発達す る岩
石海岸

メソ 県立公園指
定済

鷲 峰 山 鹿野町 開析の進んだ火山地形 メソ

長 尾 鼻 青谷町 安山岩溶岩の断崖地形 メソ
県立公園指
定済

姫 路 峡 谷 郡家町 上流型の峡谷地形 たソ

猫 山 " 急傾斜面を有する孤立丘 C級

霊 石 山
河原町
郡家町

山頂に平坦面を有する火山地形 B級

遠 見 山
八東町
若桜町

古生層の壮年山地地形 C級

諸 鹿 峡 谷 若桜町 安山岩溶岩の急崖地形 B 級

城 山 メソ 古生層の孤立丘地形 C級

落 折 高 原 " 氷 ノ 山溶岩に よ る溶岩台地 "

落 折 峡 谷 れソ 急壁と 峡谷地形 イン

吉 川 峡 谷 イン メソ んソ

頭 巾 山 用瀬町 急峻な地形を示す壮年山地地形 B 級

屋 住 " 花崗岩に刻まれた峡谷地形 C級 J

千 代 川 中 流
用瀬町
智頭町

壮大な谷壁と穿人蛇行を示す峡谷地形 B級

篭 山 イン 古生層の壮年山地地形 C級

津 無 高 原 佐治村 山麓階的な侵食平坦面地形 B級

険 所 峠 面 れソ 中国準平原の遺物 C級

佐 冶 パン 穿人蛇行地形 B級 指定済

穂 見 山 智頭町 古生層か ら な る壮年山地地形 C級

新 見 川 ろツ 壮年期の峡谷地形 乙ツ

岩 倉 峡 谷 倉吉市 柱状節理にそ っ て滝が形成さ れた峡谷地形 "

高 城 山 イン 大山の裾野面中にそびえ る花崗岩の壮年山地 B級

小 浜 伯 村 懸谷と 海岸段丘地形 C級

伯 安山岩溶岩に形成さ れた海食崖、 彼食棚 B級
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名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

笏 賀 峡 谷 三朝町 小屋錐を刻む渓流河川の V字谷地形 C級

太 郎 田 峡 谷 イン 深い V字谷と穿人蛇行地形 B級

鈴 山 峡 谷 " やや浅い V字谷地形 C級

曹 原 寺 峡 谷 メソ 上流型 V字谷地形 れソ

加 谷 ~木 地 山 れソ イン イン

高 清 水 高 原 " 隆起準平原遺物の可能性を もつ地形 A級

福 山 ハソ 前輪廻の谷と 峡谷地形 B級

田 代 ･ 下 畑 メソ 花崗岩の峡谷地形 メソ

若 杉 山 れソ 準平原 C級

北 条 砂 丘
北条町
大栄町

浜堤列の発達 し た砂丘 B級

箆津 ･ 御崎海岸
赤碕町
中山町

海食に よ っ て形成さ れた急崖地形と漂礫浜 ‘ソ

栗 島 米子市 弓 ヶ浜砂州に突出する玄武岩の孤立丘 C級

弓 ケ 浜
米子市
境港市

日野川によ っ て形成さ れた長大な砂州 B級

法 勝 寺 川 西伯町 上流型渓谷地形 C級

金 華 山 メソ 絶壁や洞窟、 奇岩を有する凝灰角礫岩の孤立丘 B級 指定済

越 敷 野 会見町 溶岩台地 C級

要 害 山 金開 壮年山地地形 れソ

壷 瓶 山 淀江町 山頂部に平坦面を もつ玄武岩質の山地 たソ

赤 松 原 大山町 開析の進んでいない火砕流面 メソ

孝 霊 山
大山町
淀江町

大山の寄生火山の中で最大の ト ロ イ ブ状の火山地形 B級

大 雀 名和町 漂礫浜 C 級

大 倉 山 日 南町 凹形斜面を も つ孤立山地 乙ソ

鬼 林 山 メソ 1徐料面に広大な緩斜面を有する壮年山地 メソ

猿 飛 峡 谷 江府町 峡谷地形 んソ

宝 仏 山 江府町
日野町

壮年山地の地形か ら な る孤立峰 イン

鬼 住 山 溝口町 花崗岩か ら な る壮年山地
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〔地 質〕

名 称 所在地 保 全 す べ き 自 然 環 境 評価 備 考

円 護 寺 鳥取市 安山岩の枉状節理の発達地、 学術参考地 B級

円 通 寺
" 円通寺礫岩の好露頭地 テ

白 兎
メソ 白兎礫岩層の模式地 、 学術参考地 れ7

普 含 寺 国府町 中新世の標準化石産地及び学術上の模式地 イン

拾 右
者ツ 安山岩の柱状節理の発達地 れソ

岡 益
れソ 植物化石の産地 "

宮 ノ 下 ･ 奥 谷
イン 海産魚類化石の産地 A級

菅 野
イン 湿原地中に形成さ れた泥炭層 メソ

指定済

亀 尻 高 原 青谷町 亀尻玄武岩の模式地 B級

富 枝 八東町 安山岩の柱状節理の発達地 "

佐 治 佐治村 緑色千枚岩を原岩と した佐冶右の分布地 メソ 指定済

高 城 山 倉吉市 大山山麓の基盤岩露出地 メソ

高 清 水 高 原 三朝町 ウ フ ン鉱蛎℃の標式地及び植物化石の産地 A級

上 大 立
" 古期大山火山砕層岩の模式地 B級

北 条 砂 丘 嫌辯 砂丘成因にかかる鍵層の分布地、 学術参考地 イン

高 姫 会見町 中位段丘を構成する礫層の模式地 名ソ

一 ノ 谷 大山町 溝口凝灰岩の模式地 "

名 和 ･ 御 来 屋 名和町 御来屋礫層の模式地 れソ

名 和
メソ 火山砕肩流 (名和泥流) の分布地 イン

多 里 日 南町 多里層の模式地、 荷重痕の露出地及ひ化石の産地 れソ

多 里
メソ 粘板岩を原岩とす る松皮石の産地 メソ

宝 仏 山
江府町
日野町

角礫岩層の好露出地 メソ

- 1 6 -



表 6 保全すべき景観

〔海岸地域〕

地 区 名 概 要 備 考

山 陰 海岸国立公園

周 辺 地 区

金峰山及び蒲生峠付近の展望

岩井温泉西南丘陵、 御湯神社、 恩志付近、 兵主神社、 立岩山、

二上城跡一帯の広葉樹林

摩尼山頂上部の植相

質露~橋津海岸地区

賀露、 湖山 、 大寺屋、 白兎 、 末恒の ク ロ マ ッ林

9 号線南側斜面の タ ブ、 シ イ 林

魚見合、 長尾鼻、 石脇東部岬の展望。

湖山池の小島與群、 石釜。

矢山 、 吉岡 、 国立療養所、 箕上山 、 三谷、 布勢、 天神山城臓孤

山王権現社周辺等の林)馬 ノ 山 、 大平山 、 御冠山、 鉢伏山の

展望。

羽衣石城跡の広葉樹林。

白兎伝承地、 酒滓、 夏伯 、 泊等の漁村。

吉岡 、 浜村 、 東郷、 浅津の各温泉 。

馬 / 山古墳群 、 倭文神社の人文景観。

一部県立公園

に指定済

北 条 砂 丘 地 区

松上、 東園 、 西園な どの集落南緑の タ ブ、 エ ノ キ 、 ヤ ナ ギな

どの対南風防風林。

北尾古代住居跡、 島遺跡及び由良砲台跡の人文景観。

大山北麓海岸地 区

(由良~淀江)

中山町海岸のハマ ナ スやア ジサ イ の群落、 沿道の ク ロ マ ッ林。

中山町松河原及び壷瓶山北麓の常緑広葉樹林。

名和氏史跡 、 赤碕漁港、 八橋城跡、 赤碕畜産試験場と東伯町

一帯の高麓 シバの集団栽培景観。

弓 ヶ 浜 海 岸 地 区

外浜浜堤帯に弧を描 く ク ロ マ ッ防風林帯。

内浜砂丘帯の古い ク ロ マ ッ林列 、 集落列沿 いの ク ロ マ ツ屋敷

林列、 栗島神社の常緑広葉樹林。

- 1 7 -



〔主要市街地周辺〕

地 区 名 概 要 備 考

鳥 取

久松山の山容、 植相。

摩尼山塊、 稲葉山山塊 (池田家墓地 、 宇部神社、 美歎水源地

を含む)

霊石山塊、 大路山 、 面影山 、 今木山及び千杙リ = 西岸平野中の

孤立丘群。

庁 、 国分寺 、 法華寺な どの集落景観と屋敷林。

倉 吉

打吹山 、 巌城や打吹山南麓の八幡神社の広葉樹林。

国庁裏神社社叢 。

伯書国分寺跡 -四天王寺 -不入岡の展望。

天神川 と三徳川 と の合流点付近、 及び大宮神社等の社叢 。

米 子

城山の地形、 植生。

市街地内の社寺林、 兼久土手の桜並木、 王子製紙社宅周辺の

ポ プ フ 並木 、 皆生温泉地内外の ク ロ マ ッ林 。

福成 -天万 -安曇周辺の丘陵又は孤立丘群に生育する広葉樹林

住;要河川流域〕

地 区 名 概 要 備 考

(国英~社)

釜 ノ ロサ ク フ 並木、 樹園地、 犬山神社社叢 。

高福攻撃面 、 鷹狩攻撃面、 河床露岩地 (用瀬) 頭巾山

露岩峰、 洗足山露岩峰、 篠 ケ甜穿八蛇行地形。

智 頭 川 流 域 桝形城跡 、 景石城跡 、 用瀬宿場町町並 。

(智頭~若津)

ス キ ー ヒ ノ キの美林。

三郡変成岩露岩の河合床。

ー 置千木止 り 屋根型集落、 高段定置稲架、 智頭町の養鯉と
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｢

地 区 名 概 要 備 考

智 頭 川 流 域

旧宿場町及び 旧木地師集落 。

(佐 治)

山王滝 ト チ の巨木群落。

青黒色佐治石河床、 猿渡渓谷、 尾際ダ ム 。

因州和紙の産地、 滓野並ひ に滓無の高位集落と高原面上

か らの景観。

(曳田川 )

曳田川上流の三滝渓。

(安蔵川 )

下流の花崗岩地域。

八東川 袋川 流域

(丹比~若桜)

丹比攻撃面、 玄武岩柱状節理露頭、 千石岩、 戸倉峠付近

の渓谷と 急崖。

鬼 ヶ城跡と樹叢、 若桜宿場町の景観、 重要文化財建築岩

屋堂、 高段定置稲架、 隠遁集落 (落折等) 。

(扇 ノ 山 、 氷 ノ 山西麓)

姫路渓谷、 妻鹿野渓谷、 茗荷谷ダ ム 、 春米渓流。

石屋根の集落、 隠遁集落、 旧木地師集落。

勝 部 川 流 域
八葉寺の植相、 河合の斜面。

マ ス養殖、 因州和紙の産地。

竹 ′ 田 川 流 域

三朝温泉か ら坂本 -三徳山 一俵原 -鹿野道沿道の渓谷美と史

跡名勝地 、 三徳山。

飯盛山の 自 然植相、 俵原牧場、 隠遁集落俵原。

中津ダ ム 、 名勝小鹿渓、 東西小鹿段丘集落 。

鉛山 -小河内 、 田 内 -大谷付近の渓谷。

日 野 川 流 域

鏡 ケ成一下蚊屋渓谷と猿渡渓谷、 板井原渓谷。

根雨か ら生山地区の河床景観、 石霞渓の岩石美、 渓谷地形。

城跡、 根雨 一生山の宿場町、 箱棟屋根景観。

板井原付近、 印賀川 、 湯川 、 小原川 、 大木屋の各渓谷。
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第 4 節 保 全 対 策

1 県自然環境保全地域の指定

県内に おけ る 自然環境を保全すへき地域の う ち 、 優れた 自然の風景地については 、 自然公園 と して

指定がさ れてい るが 、 ① 高山植物、 優れた天然林等の区域、 ②特異な地形 、 地質を有 してい る 区域、

③動植物を含む自然環境が優れた状態を維持 してい る海岸 、 湖沼 、 湿原 、 河川等については鳥取県自

然環境保全条例に よ り J順次、 県自然環境保全地域の指定を行 う こ と と してい る 。

現在 、 指定さ れてい る県自 然環境保全地域は 、 次の表の と お り であ る 。

表 7 県自 然環境保全地域

番号 地域名 所在地

面積の内訳 ( ha )

指 定 理 由 指定年月 日普通

地区

特別

地区
。十

TIJ 菅 野 国府町 2 00 1 8 50 20 5 0
ミ ズ ゴ ケ等の湿原植物、 溶岩台地氷河期の

花粉等を有する泥炭層

昭和

52 . 4 . 8

2 香 取 鳥取市 4.00 3 90 7 90
シ イ ノ キ林を主 と した ヤ ブッバキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 4 8

3 松 上 メソ 5 20 520
シ イ ノ キ林を主と し た ヤ ブ ッバキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 4 8

4 笏 賀 三朝町 3 20 3 , 2 0
シ イ ノ キ 、 ウ フ ジ ロ ガシ等の常緑広葉樹林

と ヒ ノ キ 、 ツ ク シ シ ャ ク ナ ゲ群落
52 7 . 29

5 馬 場 西伯町 3 70 3 70
シ イ ノ キ林を主と し た ヤ ブッバキ ク フ ス域

の常緑広葉樹林
52 7 “

6 唐 川 岩美町 19 80 19 . 80
カ キ ツバ タ等の湿原植物、 ハ ソ チ ョ ウ ト ン

ボ溶炭台地、 花粉植物化石を有する 泥炭層
53 5 . 1 2

7 金華山 西伯町 6 10 6 1 0
絶壁や洞窟、 寄岩を有する凝灰角礫岩の孤

立状の山体
55 1 2 23

8 佐 冶 佐治村 24 00 1 8 80 42 .80
穿入蛇行地形、 V字形峡谷

緑色千板岩を原石 とする佐冶石分布
59 . 9 25

合話 ( 8 地域) 30 00 79 . 20 1 09 20
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2 自然保護思想の普及

自然科学館と 自然解説

優れた 自然を保護する こ と は私達国民の課題であるが、 そ のためには法律によ り 規制をかけ る だ

けでな く 、 自然の利用者ひと り ひ と り が自然に学び、 自然の大切さ を理解する こ と が必要であ る 。

そ のため県では 、 西伯郡大山町大山に県立大山 自然科学館を 、 岩美郡岩美町牧谷に県立山陰海岸自

然科学館を建設 し 自然保護思想の啓も う を図 ってい る 。

ま た 、 これ ら県立自然科学館を基地と して 、 5 月か ら 1 1 月 の期間内に 自然解説を実施 し 、 展示物

の解説の ほか ｢大山｣ 並びに ｢山陰海岸｣ の地形 ･ 地質、 植物、 動物及び人文歴史 (大山のみ)

等について現地解説を行い 自然に関する知識の普及と 自然保護思想の高揚を図 っ てい る 。

( 1 )

表 8 昭和60年度自然解説実施状況

“詞諭こ 分
大 山 自 然 解 説 山 陰 海岸 自 然 解 説

実 施 日 数 参 加 人 数 実 施 日 数 参 加 人 数

春 季 ( 5 ~ 6 月 ) 9 日 6 6 人 日 人

夏 季 ( 7 ~ 8 月 ) 3 5 1 , 9 5 2 8 2 4 7

秋 季 ( 9 ~ 1 1 月 ) 1 1 1 9 0

。十 5 5 2 , 2 0 8 8 2 4 7

( 2 ) 青少海に 自 然保護研修 ( 自然を守る少年教室)

本県の優れた 自然を守 り 、 後世に伝えてい く ためには 、 次代を担 う青少年たち に 、 自然保護の重

要性を正 し く 理解さ せる こ と が大切であ る 。

こ のた め、 将来各層の リ ーダ ー と し ての活躍が期待される 中学生を対象に、 下。己の と お り 自然保

護研修を実施 した 。

こ の事業は 、 昭和56年度か ら実施 してお り 自然の中での活動等を と お して、 充実 した研修を行 う

こ とができ た 。

(研修概要)

日 程

場 所

参 加 者

参 加 校

昭和60年 7 月 23 日 ~ 7 月 25 日

県立船上山少年自然の家

中学 2 年生30名 、 引率教諭 9 名

江山中学校、 福部中学校、 若桜中学校、 倉吉西中学校、 赤碕中学校、 大山中学校、

溝口中学校 以上 7 校

- 2 1 -



講 師 細 木 正 男 (米子北高等学校教頭)

川 上 明 敏 (南部中学校教諭)

遠 藤 勝 寿 (八郷小学校教諭)

橋 谷 聡 (米子北高等学校教諭)

藤 本 泰 三 ( “ )

山 名 巌 (県教育研修セ ン タ ー課長)

清水谷 登 (大山保勝会)

羽 賀 克 己 (大山隠岐国立公園管理事務所長)

研修内容 自然観察 (籠返 しの滝、 船上山登山 )

星天観測 (ス フ イ ド に よ る講義、 観測実習)

グ ループ討議 (グ ル ープ毎に 自主討議)

講義 (国立公園 と 自然保護)

第 5 節 温泉 の現状

本県に おける温泉は 、 1 3温泉地、 279 源泉 (利用源泉 209 、 未利用源泉70) か ら平均温度 56 0度の 温

泉水を毎分 15 , 428 5 j ソ ト ル く み上げ、 主 と して観光 、 保養温泉 と して利用 さ れ、 昭和57年にお ける 利

用 人口は 454 万人に達 してい る 。

昭和60年 3 月 現在の各都道府県別温泉利用状況 (環境庁自然保護局発表) に よれは 、 本県の温泉源総

数、 ゆ う 出量はいずれも 全国 レベルの中位以下に位い してい るが、 温泉“度以上の源泉占有率は 73 4パ

ーセ ン ト を示 し 、 全国最高位の大分県の 鷁 0パ ーセ ン ト に は及ばないま で も 、 全国平均の 60 3パ ー セ ン

ト を大き く 上回る高率を 占めてい る 。 こ の こ と は 、 本県の温泉は 、 主 と して高温度温泉を対象と した適

正な利用が行われてい る こ と か う かかえ る 。

温泉の利用人口は 、 最近は横ばい状態なが ら 、 長期的にみる と漸増の傾向をた ど り 、 国民の保養、 休

養の場 と して、 あ る い は医療施設の一つ と し 、 又、 最近の温泉ブー ム に よ り 今後ま すます利用 されてゆ

く こ と が予想さ れる 。

こ れに対処する ため従来、 資源の枯渇 、 衰退現象等を防止する ため 、 それぞれの地域に適合 した掘削

等の規制を行う 一方、 源泉の集中管理の導入を指導 してき た と こ ろであ る 。

さ ら に今後は 、 資源の衰退防止と 、 既成温泉地の適正な利用指針の基礎資料と する ため 、 県下の主要

温泉地について 、 地球物理淵査、 地下地質構造澗査等一連の科学淵査を年次。十画で実施する こ と と し 、

既に昭和52年度~54年度に皆生温泉、 昭和55年度~56年度に三朝温泉、 昭和56年度~58年度に東郷 ･ 羽

合両温泉 、 昭和58年度~60年度に浜村温泉 の囲査を終了 してお り 、 昭和60年度か ら 3 か年。十画で関金温

泉について澗査を実施 してい る 。

も 、
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表 9 温泉地別温泉利用状況
昭和61年 3 月現在

温 泉 地 名
源泉数

(A+B)

利用源泉地

(A)

飜欺③
温 度 別

利 用 源 泉 数 平均

温度

℃

ゆ う 出量

合 。十

“ /分

主た る泉質

自噴 動力 鶏
25℃以上
42℃未満 鍵

※岩井温泉 6 1I- 3 2 2 2 4e3 0 1 , 1雌 . 3

力 ′レ シ ウ ム ･

ナ ト リ ウ ム -

硫酸塩泉

鳥取温泉 2 8 1 9 9 3 1 6 46 . 8 7く44 . O
ナ ト リ ウ ム -

塩化硫酸塩泉

※吉岡温泉 5 4 11 114 3 47 . 1 1 , 1 7 1 .8 単純温泉

浜村温泉 2 5 2 3 2 6 1 7 50 . 7 1 , 1 27 1
ナ ト リ ウ ム ･
カ ノレ シ ウ ム ー

塩化物泉

※鹿野温泉 9 9 9 62 . 1 1 ,5篤.3 単純温泉

羽合温泉 9 6 3 6 52 . 9 2 , 1錠; O
ナ ト リ ウ ム ･ 力

ルシウム ー塩
化物 ･硫酸温泉

東郷温泉 4 9 2 9 2 0 9 2 0 67 5 1 , 3 (54 . 6 れソ

三朝温泉 9 4 4 1 4 2 1 1 ｣1l“ 2 2 6 0 50 .8 1 ,8 39 4 単純放射能泉

※関金温泉 2 2 T･I▲ 1 3 8 8 6 46 . 2 3く賂 1 単純温泉

皆生温泉 2 1 1 4 7 1 1 3 67 .6 3 ,辰お . 8
ナ ト j ウ ム ･

カ ル シウ ム -

塩化物泉

そ の 他 1 1 1-I▲ 3 7 2 2 26 . 4 蛋; 1 . 1

。T 2 7 9 4 4 1 6 5 7 0 3 5 4 1 5 2 艶 0 1 5 , 428 5

園 ( 1 ) 平均温度は 、 温泉地の全ゆ う 出熱量を、 全ゆ う 出量で割 っ た も のであ る 。
( 2 ) 温泉地名欄 ※印は国民保養温泉地指定温泉地を示す。



表 10 本県の温泉の全国対比

宮
城
県

大
分
県

70 . 0% 84% 凡 例

□ 能力月最高位県

% 図 鳥取県能力別比率

参考資料

各都道府県別温泉利用状況　 　 　 　　　 　 　 　

(環境庁自然保護局昭和59年度)

源 泉 う 、中上　 　　 　 　　　
　　　 　　 　　

数 り量 の率 用42泉

(本) “/分) (妙 (於

- 2 4 -



第 2 章 自 然 公 園

第 乍 節 自 然 公園 の 保護

1 自然公園の概況

自然公園は 、 優れた 自然の風景地を保護する と と も に 、 そ の適正な利用 によ り 我々 の保健休養及び

教化に資する こ と を 目的 と し て投げ られた ものであ る が 、 近年、 経済社会の進展に伴い 日常生活圏に

良好な 自然が少な く な っ た こ と も あ っ て、 都市生活等にお け る精神的緊張の解放を図るた めの場 と し

て、 あ る い は 、 野外 レ ク リ ェ ー シ ョ ンの場と してその利用の欲求が高ま ってき てい る 。

こ れ ら の欲求に こ たえ 、 利用者が 自然公園本来の 目 的に沿 っ て快適な利用が図れる よ う 、 各種施没

の整備を進めてい る 。

一方 、 優れた 自然は 、 後世の人間に と っ て も貴重な資産であ る ので 、 その 自然環境を保全するため、

@ 規制の強化及び管理体制の充実に努めてい る o

県下の 自然公園の指定状況及び各公園の概況は 、 次の と お り であ る 。

表 1 1 鳥取県の 自然公園

区分 公 園 名
指 定

年月 日
全面積

県 内

面 積

特別保

護地区

特 別 地 域
普通

地域
関 係 市 町 村

1 種 2 種 3 種
特 別
地域。十

国立
大 山 隠 岐

国 立 公 園

昭和
1 1 2 f
38 4 1 0

拡大

ha

3 1 ,927

h a

1 3 53 1

h a

1 1 39

h a

3 ,540

h a

2 5 く盟

ha

2 677

h a

8 76 1

h a

3 63 1

大山 、 溝口 、 江
府 、 岸本 、 関金
東伯 、 赤碕 、 名
和 、 中山

山 陰 海 岸

国 立 公 園
38 7 1 5 8 996 1 ,5 24 1 25 1 , 3 1 2 75 1 387 1 2

鳥取 、 福部 、 岩

美

小 。十 40 923 1 5 ,05 5 1 264 3 540 3 856 2 ,75 2 1 0 , 1 4郎 3 643

国定
比 婆 道 後
帝 釈
国 定 公 園

第 7 24 7 808 1 437 22 834 民紅 1 , 437 日 南

氷 ノ 山後山

那 岐 山

国 定 公 園

44. 4 1 0

58 最大9
48 803 8 579 20 1 806 1 2 1 6 6 356 8 378

岩美、 国府 、 八
東、 郡家 、 若桜
智頭 、 用瀬 ~ 佐
冶、 三朝

小 。十 56 6 1 1 1 0 0 1 6 勾 1 828 2 ,050 6 937 9 8 15

県立

奥 日 野

県 立 公 園
鉈 4 1 4 278 4 278 特別地域指定な し 日野 、 日 南

三朝東郷硼

県 立 公 園

29 . 4 1

39拡朕
15 367 1 5 ,367 同 上

倉吉 、 三朝 ~ 東

郷 、 羽合

西因幡県立

自 然 公 園
59 5 8 597 597 32 32 565 気高 、 青谷

小 。十 20 242 20 242

。十 1 17 776 45 ,3 1 3 1 ,袋55 4 368 5 ,938 9 689 1 9 995 4 208
公園面積=県土
面積の 13 0 %
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( 1 ) 国立公園

ア 大山隠岐国立公園 幅黍驚き艦最も旨廻転指定 )
中国山脈の最高峰伯耆大山 ( 1 , 7 l 1 メ ー ト ル) を 中心とする 山岳地帯に島根県の隠岐島 、 島根

半島の美保 / 関 、 日御崎、 出雲大社の三地L点、 と 大田市に近い火山 三瓶山を合わせた海陸に及

ぶ変化のあ る 公園であ る 。

大山は ト ロ イ ブ火山であ る が、 西方か らみる と富士型の美 しい形なので 、 伯耆富士と 呼ばれて

い る 。 東側は こ れと 全 く 反対で 、 北壁と 呼ばれる ア ルプス的な岩壁がそそ り 立 っ ていて 、 女性的

な面と 男 性的な二つの面を持 っ ている 。 日本海に近 く そび え る ので 、 標高以上に高 く み ら れ、 す

そ野原野が美 し い 。 山頂か ら はナ イ フ エ ッ ジの縦走路が続き ス J ルがあ る 。 主峰の北に は矢筈 ケ

山 、 勝田 ケ山 、 甲 ケ山の火山群峰が続いてい る 。

火山の中腹は ブ ナの原始林におおわれていて 、 新緑紅葉かすば ら し く 、 ま た 、 海岸部に多 く み

られる ク ロ マ ッが かな り 標高の高い ブナの成林がみ られる よ う な所で成育 してい る のが珍 ら し

い 。 山頂に は高山植物群落があ り キ“ボク の群落がみ られる 。 海に近いので島根半島、 中海 q

の展望がすば ら し い 。

桝水原 、 豪円山の三帯は 、 関西第一のスキー場で リ フ ト も多 く 、 九州方面か らの利用 も多 い 。

夏はキ ャ ンプが盛んであ る 。 大山は修験道の盛んであ っ た と こ ろで、 大山寺 大神山神社な どの

社寺に数多 く の僧坊か歴史を物語 っ てい る 。 大山鏡 ヶ成に は国民休暇村 (全国最初) があ り 、 大

山の南に続 く 蒜山は上 中 下蒜山の三峰と それに続 く 高原地帯 と と も に レ ク リ ェ ー シ ンの中

心と な っ てい る 。

イ 山陰海岸国立公園 (昭和38年 7 月 1 5 日 指定)

鳥取県の鳥取砂丘か ら 、 京都府の網野町まで延長75キ ロ の 日 本海海岸の公園であ る 。 鳥取砂丘

浦富海岸に続いて 、 但馬御火 ノ 滴 、 香住 、 玄武洞 、 城崎温泉、 久美浜湾な ど優れた景勝地が続い

てい る 。

こ の辺の海岸は 、 地図でみる と平凡のよ う に見え るが 、 実際に は小さ い なが ら も湾入 、 岬 、 島

々 と変化が多 く 至る と こ ろ に美 し い海岸風景がみ られる 、 地質の公園 、 岩石美の公園 と い われる 。

地質は 、 各種の噴出岩、 第三紀層 、 深成岩など複雑で、 それが美 し い層を な していた り 、 節理を

示 してい る 。 そ の上に地盤の隆起、 陥没、 断層な どに よ っ て地形が複雑と な っ てお り 更に浸食

を う けて断がいと な り 、 同門 洞窟 石柱と な り 、 奇勝が作 られてい る 。

( 2 ) 国定公園

ア 氷 ノ 山後山那岐山国定公園 (離日雑 多鷺目誓指定)
中国山地の東端、 鳥取 、 兵庫、 岡山の 3 県に ま たがる脊柴山地÷帯で中国山地第 2 の高峰氷 ノ

山 ( 1 , 5 1 0 メ ー ト ル) を主峰 と し 、 後山 、 郡岐な ど 1 000 ~ 1 , 3 00 メ ー ト ル級の南北に連な る 山

岳 と 、 音水 、 昔連な どの渓谷 、 神鍋 、 鉢伏、 黒岩な どのス キ ーや野営に適 した高原を含んだ公園
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で･あ る 。

鉢伏山か ら氷 ノ 山 、 後山 、 大 ケ仙に至る 山 り ょ う 部は 全体に丸味を帯びた準平原状の山容だか

山腹は侵食に よ り 音水、 赤西 、 若津な どの渓谷美や雨億、 露力滝な どの特異なは く 布群がみ られ

る 。

こ れ ら の山々 の中腹又は山 ろ く には畑 ケ平、 鉢伏、 兎和野、 黒岩な どの高原があ る 。

公園一帯には 、 自然林が各所にみ られ、 ブ ナ は こ の公園の主要な山岳の山 り ょ う 部や渓谷に発

達する植生で、 標高 700 メ ー ト ル以上で群落をな している 。 特に氷 ノ 山山頂付近は 、 ブ ナ 、 シオ

ジ 、 ス ギ 、 キ ャ フ ボ ク な どの群落がみ られ、 古生沼はヤ チ ス ゲ 、 ア イ ハ ソ ウ な どの湿原植物でお

おわれている 。 三川山、 後山は シ ャ ク ナ ゲがあ る 。

なお 、 佐治村、 三朝町の中国山地脊柴部に存する ブナ 、 ズ ナ フ樹林地一帯を保護する ため 、

当公園の一部 と して昭和58年 2 月 9 日 4こ拡張指定された。

イ 比婆道後帝釈国定公園 (昭和38年 7 月 24 日 指定)

@ 中国山地の ほぼ中央に あ る比婆 、 道後、 船通の山々 と 、 雨 ‘こ ぁ る 帝釈峡を含んだ公園であ る o

標高は約 1 , 200 メ ー ト ルで、 山頂部はゆ る やかな隼平原をな し てい る 。 こ の一帯の森林は砂鉄

製錬のた めに永年にわた っ て伐採されたので放牧地、 草原 と な っ ている と こ ろが多 く 、 快い草原

風景を呈 してお り 、 ツ ツ ジの名所 も あ る 。 船通山の イ チ イ の大木と 、 比婆山のブナの原始林は貴

重な植物景観と な ってい る 。

帝釈峡は山岳地帯の雨約 1 6 キ ロ の地点に あ る石灰岩の渓谷で、 付近に は石灰岩の作る カ ルス

ト 地形がよ く 発達 し 、 ド リ ーネ (地鉢) 、 ウバ ー し く複合地金帯) 、 ポ ノ エ 佑灰盆地) な どが

見 られる 天然橋の雄橋、 白雲洞 な どがあ る 。 湖水の沿岸は 、 森林 も よ く 野生猿がみ られる 。

( 3 ) 県立公園

ア 三朝東郷硼県立公園 (襄賤盤 目 絹鷲指定)
こ の公園は 、 三朝町の÷部と 東郷町の全部、 羽合町の大部分、 倉吉市の一部を含めた 1 5 ,367 ヘ

ク タ ールで東伯郡の東端に位置 し (因幡伯耆の国境) 雨は岡山県美作に中国山地をへだてて接 し

@ 西湖鴨川に北は 日本海このぞんだ県のやや中央部こ位置 してい る 。 こ の区域は三朝 ･ 東郷 羽
合の温泉地があ り 、 景勝地 と しては 、 小鹿渓 ･ 東郷池、 史跡名勝と しては三徳山 打吹山等があ

る 。 東郷湖畔一帯は 、 20世紀梨の果樹園 と な ってい る 。

イ 奥 日野県立公園 (昭和39年 6 月 1 日指定)

こ の公園は 、 日野郡 日野町 、 日 南町の 日野川水系を基幹と して 日野町の古峠山、 塔 ノ 峰 、 鶏 /

池 、 黒坂滝山 、 日 野川渓流 、 日 南町の石霞渓、 菅沢 ダム 、 花見山な どを含む 4 , 278 ヘク タ ールの

景勝地であ る 。

ウ 西因幡県立自然公園 (昭和59年 5 月 8 日 指定)

こ の公園は 、 気高郡気高町 と青谷町地内の水尻海岸か ら長尾鼻を経て長和瀬まで約16k破こわた
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る男 性的な岩石海岸 、 女性的な砂浜海岸、 水鳥の渡来地であ る水尻他及び浜村温泉を含む 597 ヘ

ク タ ールの地域であ る 。

2 自 然公園の管理

国立公園及び国定公園につい ては 、 保護の適正を図る ため 、 特別保護地区及び特別地域を指定 し 、

こ れ ら の地内 において風致景観を損 な う おそれのあ る 一定の行為は 、 環境庁長官又は知事の許可を受

けな ければな ら な い こ と に な っ てい る 。

県立 自然公園については 、 県立自然公園条例に基づいて管理運営さ れるが ま だ特別地域の指定が

な さ れていない公園 も あ る ので早急に特別地域を指定 し保護管理の徹底を期する こ と と して い る 。

国立公園の管理は原則 と して 、 国が行 う こ と と さ れてい る が、 自 然公園法の改正によ り 許認可事務

が大幅に県知事に権限委譲さ れ、 県の管理事務量が増大 してい る 。

国立公園の管理機構と しては 、 昭和 48年 7 月 に 西伯郡大山町大山寺に環境庁大山隠岐国立公園管理

事務所が 昭和5 1年10 月 に岩美郡岩美町牧谷に環境庁山陰海岸国立公園浦富管理官事務所が設置きれ

そ れぞれ地域内の管理業務を担当 してい る 。

昭和56年度以降の 自然公園内の行為に係る 許認可処理の状況は次表の と お り であ る 。

行為の種類別では 、 工作物の新増築等が処理の大半を 占めてい る 。

表乾 国立 国定公園にお ける年度別許認可処理件数淵べ

公 園 名

区分

許認 4鼈叉
可権限

公 園 事 業 関 係 工 作 物 等 関 係 。十

56 57 58 5 9 60 56 57 58 59 60 56 57 58 59 60

大 山 隠 岐

国 立 公 園

長官権限 34 37 25 28 27 5 1 4 1 4 1 1 32 39 5 1 3 9 39 59

知事権限 47 43 36 42 6 47 43 36 42 6

小 。十 34 37 25 28 27 5 2 57 5 0 53 38 86 94 75 8 1 65

山 陰 海 岸

国 立 公 園

長官権限 13 1 0 8 1 3 6 6 7 9 5 4 19 1 7 1 7 1 8 1 0

知事権限 83 92 85 74 1 08 83 92 85 74 1 08

小 。十 1 3 1 0 8 1 3 6 89 99 94 79 1 12 1 02 109 1 02 9 2 1 1 8

氷 ノ 山後山郡
岐山国定公園 知事権限 0 0 4I.▲ 0 1 7 4 4 4 2 7 4 5 4 3

比婆道後帝釈
国 定 公 園

知事権限 0 0 0 O 1 2 l 1 1 2 2 1 1 1 3

合 。十 47 47 34 4 1 35 1 5 0 1 6 1 1 49 1 37 1 54 1 97 208 183 17 8 1 89

3 自然公園の環境美化

自然公園内の主要利用地に おいては 、 利用者の も た らす空缶等廃棄物によ る 人為的汚染が各所で間
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題と な っ ている が、 こ れ らの地域にお ける環境汚染については 、 ほ と んどの地域が 日常生活圏か ら遠

隔地であ る と い う 地理的条件の悪さ か ら 、 廃棄物の効率的な収集処理等は極めて困難と な っ てお り 、

こ の対策に ついては地元市町村のみで対応が難か し い と こ ろであ り 、 県に お いては 、 国の補助金と合

わせて 、 民間活動団体の美化清掃活動に対 して昭和60年度は表1 3の と お り 助成を行い 、 ま た 、 昭和56

年 5 月 自然公園美化管理団体の大山支部が 、 さ ら に 昭和59年 6 月 に同鳥取砂丘事業所が設置さ れた の

に伴い美化整備並び に公園管理について一層力を入れてい る 。

な お 、 大山地域においては昭和52年か ら 、 山陰海岸地域においては昭和55年か ら 、 自然保護団体、

地域住民、 関係行政機関等の呼掛けで公園内の ゴ ミ 一掃を 目指 し た ク j - ン運動が春 ･ 秋の各 1 回 と

8 月 の第 1 日 曜 日 に実施 さ れ、 多 く の参加者に よ り 年々 コ ミ の量は減 り つつあ る が、 最終的な環境美

化を成 し と げる ためには利用者のモ フ ル向上が望 まれてい る 。 昭和60年度の ク j ー ン運動の概況は 、

表 14の と お り であ る 。

@ 表13 昭禾ロ印年度美化清掃活動事業費実績

公 園 名 地 区 名 事 業 費

大 山 隠 岐 国 立 公 園
大 山 地 区 4, 0 0 0 千円

鏡 ケ 成 ･ 桝 水 地 区 2 , 4 0 0

山 陰 海 岸 国 立 公 園
鳥 取 砂 丘 地 区 4, 0 0 0

浦 富 海 岸 地 区 2 , 4 0 0

表 1 4 昭和60年度 ク j ー ン運動概況

地 域 名 実 施 月 日 参 加 者

大 山

4 月 2 1 日 2 , 0 0 0 人

8 月 3 日 1 7 0

1 0 月 1 3 日 2 , 1 0 0

鳥 取 砂 丘
4 月 1 4 日 2 , 0 0 0

9 月 1 6 日 2 , 0 0 0

浦 富 海 岸 8 月 3 日 7 0 0

4 自 然保護用地の買上げ

国立国定公園の特別保護地区及び第 1 種特別地域内の民有地で、 緊急にその土地を公有化 し ない限

り 自然の保護の徹底を規せ られない地域について 、 交付公債に よ り 買 い上げ 、 自 然の保護の徹底を期

する こ と と し てい る 。

現在までの公有化状況は 、 表1 5の と お り であ る 。
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ゞ 良

な お 、 智頭町昔産地内の氷 ノ 山後山那岐山国定公園第 3 種特別地域の土地について、 立木を買収 し

てそれに地上権を設定する 本県独自 の購入方法で 、 自然保護用地の取得に当ってい る (表 1 6の と お り )。

表1 5 自然保護用地の買上状况

公 園 名 場 所 面 積

大 山 隠 岐 国 立 公 園

江 府 町 木 谷

鏡 ヶ 成

中 山 町 遠 茶 畑

大 山 町 大 野

向 原

中 山 町 羽 田 井

溝 口 町 金 屋 谷

大 内

。十

1 0 2 . 5 4 h a

7 8 1 5

2 5 6 4

6 9 7 9

7 . 4 7

3 9 5 1

1 5 . 2 5

4 7 . 6 2

3 8 5 9 7

氷 ノ 山後山那岐山国定公園 智 頭 町 昔 津 4 7 . 7 7

合 。十 4 3 3 7 4

表 1 6 立木購入状況

公 園 名 場 所 地上権設定面積 地上権設定期 間

氷 ノ 山 後山那 岐山

国 定 公 園

智 頭 町

昔 滓 地 内

ルも ヱ
4 4 8 , 9 9 4 臺蛇r 5 0 年

第 2 節 自 然公 園 の 利用

1 自然公園の施長整備

所得や余暇の増大、 都市化の進展等の要因に よ り 、 国民の 自然環境での レ ク J ェ ー シ ン活動は ま

す ます増大 し てお り 、 自 然公園の利用者は近年増加の傾向にあ る 。

本県では毎年。十画的に 自 然公園の施役整備を進めてお り 昭和59年度は表 17の と お り 実施 し た。
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表 17 昭和60年度 自然公園等施設の整備状況

□ ) 国立 国定公園

公 園 名 事 業 名 箇 所 事 業 内 容

大 山 隠 岐

国 立 公 園

大山頂上

避難小屋整備
大 山 町

避難小屋 鉄骨造 平屋建

新築 A = 1 00 旙

- 大山登山道線

歩道整備

木道新設 L = 1 05 m

W = 0 5 ~ 1 o m

れソ
大山寺野営場

休憩所整備
"

休憩所新築

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造及び一部木造

2 階建 延床面積 2 53 . 92 爵

( 2 ) 県 立 公 園

公 園 名 市 町 村 場 所 事 業 内 容

三 朝 東 郷 湖

県立 自 然公園
倉 吉 市 大 平 山

園地整備

園地造成 2 , 364 45 m2

階段工 23 . 8 m (44段)

西 因 幡

県立 自 然公園
青 谷 町 長 尾 鼻

園地整備

歩道改良舗装 L = 9 1 . o m

W = 1 . o m

ゐ 2 自然公園の利用者
県下の 自然公園の利用者は次表のと お り で、 昭和54年以降景気の長期停滞によ り 低落傾向が続いて

いたが 59年に は大山の冬季利用が増加 したの と新た に 西因幡県立自 然公園を指定 し たのに伴い 約

760 万人 と 過去最高の数字に な っ た 。
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表 18 自然公園の利用状況 (単位 : 人)

公園名、＼＼＼年、度 昭和54年度 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9

国立公園
大 山 隠 岐
国 立 公 園

2 498 ,000 2 , 1 88 , 000 2 066 , 000 1 , 992 , 00 0 1 ,887 , 000 2 1 50 , 000

山 陰 海 岸
国 立 公 園

2 ,63 5 ,0 00 2 , 543 000 2 ,9 24 ,000 2 , 825 ,0 00 2 , 76 7 ,000 2 796 , 000

小 。十 5 , 1 33 ,000 4 732 , 000 4 ,9即 , 000 4 ,8 1 7 000 4 ,654 ,00O 4 9鱒 , 00O

国定公園
氷 ノ 山後山郡
岐山国定公園

1 70 000 1 62 , 000 1 65 ,000 1 62 α) O 1 63 00 0 1 49 000

比婆道後帝釈
国 定 公 園

37 ,000 34 , 000 35 , 000 34 、000 37 000 39 000

小 。十 207 0 00 1 96 , 000 200 ,0 00 1 96 , 00 0 20 0 ,000 1総 000

県立公園
三 朝 東 郷 朝
県 立 公 園

1 ,847 ,000 1 , 72 1 , 000 1 ,805 ,000 1 840 ,000 1 855 000 1 885 ,000

奥 日 野
県 立 公 園

1 59 000 1 50 , 00 0 1 53 , 000 1 56 000 1 60 , 000 1 76 ,000

西 因 幡
県立自然公園

39 1 , 000

小 。十 2 ,006 , 000 1 , 872 , 00O 1 958 0 00 1 , 996 000 2 0 1 5 , 000 2 , 452 000

合 。十 7 , 346 ,000 6 800 000 7 1 48 ,00O 7 ,009 000 6 869 00 0 7 586 000

訓
　

飾 り
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第 3 章 鳥 獣 保 護

第 也 節 鳥獣 の 保護

? 鳥獣保護の概況

野生鳥獣は 自然環境を構成す る重要な要素の一つであ り 、 自然環境をよ り 豊かにする 上で欠 く こ と

のでき な い ものであ る 。 同時に 、 そ の減少は人間に と っ て も生活環境の悪化を示す指標と 認識さ れ、

森林や農作物の害虫の天敵 と して も有益であ る 。

県内に生息する野生鳥類は約 2 8 0 種であ る 。 ま た中海に飛来する コ ハ ク チ ウ は我が国の南限集

団渡来地と して貴重な場所と な っ てい る 。

近年、 野生鳥獣は各種の開発に よ っ て生息状況は変化 し 、 生息数の減少が余儀な く さ れてい る 。

本県では 、 こ れ ら野生鳥獣の保護対策の一つ と して 、 5 か年を一期 と する ｢鳥獣保護事業。十画｣ を

、“ 樹立 して。T画的に保護対策を実施 してい る o
2 鳥獣保護の対策

(1 ) 鳥獣保護区の設定

野生鳥獣の保護及び繁殖を図る ため 、 次の と お り鳥獣保護区を段定 してい る 。

表 1 9 烏獣保護区

区 分
県 没 国 役 合 。十

箇所数 面 積 箇所数 面 積 箇所数 面 積

森林鳥獣生息地の保護区

集 団 渡 来 地 の 保 護 区

特定鳥獣生息地の保護区

愛 護 地 区 の 保 護 区

合 。十

1 1

2

1

3

1 7

1 7 , 5 5 3hz

1 , 5 7 7

3 0 2

2 4

1 9 , 4 5 6 141ユー一つム
6 , 0 2 翰a

8 4 6 2

1 4 , 4 8 7

1 2

3

1

3

1 9

2 3 , 5 7 8h胎

1 0 0 3 9

3 0 2

2 4

3 3 , 9 4 3

( 昭和 6 1 年 3 月 末 日現在 )

" ア 休猟区の没定
狩猟鳥獣の減少 した地域を 、 3 か年間休猟と し 、 キ ジ等の狩猟鳥獣の繁殖を図 り 、 狩猟の永続

性を促進する ため 、 次の と お り 休猟区を設定 してい る 。

表 2 0 休 猟 区

5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 。十

箇所数 面 積 箇所数 面 積 箇所数 面 積 箇所数 面 積

1 1 1 7 , 9 8 9 ha 1 1 1 8 2 1 9 m 1 1 1 7 , 3 8 4 ha 3 3 5 3 , 5 9 2 ha
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イ 銃猟禁止区域の校定

銃猟に よ る危険の未然防止の必要な観光地、 レ ク j ェ ー シ ョ ン等のため八の出入 り の多い地域

及び病院、 学校等の静ひつが必要 と さ れ る地域 2 7 か所、 8 , 9 2 8 ヘ ク タ - ルを銃猟禁止区域に

没定 してい る 。

(2) 狩猟鳥獣の人工増殖

狩猟鳥獣の保護、 繁殖を図る ため人工養殖 した 日本キ ジを生息適地であ る休猟区 2 2 カ刈折に 1 1 0 0

羽放鳥 し 、 こ れの増殖に努めてい る 。

(3) 狩猟の適正な推進

狩猟はス ポ ー ツ と しての狩猟のほか 野生鳥獣の生息調整に大き な役割を果た し7い る が、 捕獲

に際 しては銃器、 わ な等を使用する ため高度の技術と知識が必要であ り 、 加えて公安上の危害が生

ずる お それがあ る こ と等か ら狩猟者は知事の行 う 狩猟免許試験等を受け 、 狩猟免状を取得する こ と

が義務付け ら れてい る 。

昭和 6 0 年度の狩猟免。午試験等の実施状捌ま 、 次の と お り であ る 。 範
表 2 1 狩猟免。午試験等の実施状況

“ふき分
狩 猟 免 。午 試 験 狩猟免。午更新、 審査講習

受験者数 合格者数 合 格 率 受験者数 合格者数 合 格 率

甲 種

乙 種

丙 種

。十

1 5

3 3

2 0

6 8

1 4

2 8

1 9

6 1

9 3

8 5

9 5

9 0

7 3

2 , 0 2 9

2 9 9

2 , 4 0 1

7 1

2 0 1 5

2 9 5

2 , 3 8 1

9 7 %

9 9

9 9

9 9

ま た 、 狩猟免。午者が狩猟期間中 ( 1 1 月 1 5 日 か ら翌年 2 月 1 5 日 まで ) に 、 狩猟鳥獣を捕獲 し

よ う とす る者に狩猟者登録証を次の と お り 交付 し た。

表 2 2 狩猟者登録韮交付状況

諭＼逡分
昭和 5 8 年度 昭和 5 9 年度 昭和 6 0 年度

県内者 県外者 。十 県内者 県外者 。十 県内者 県外者 。十

甲 種

乙 種

丙 種

。十

8 6

2 0 9 3

3 0 0

2 4 7 9

3

1 4 3

1

1 4 7

8 9

2 2 3 6

3 0 1

2 6 2 6

6 9

1 9 6 8

2 5 2

2 , 2 8 9

2

1 2 0

2

1 2 4

7 1

2 , 0 8 8

2 5 4

2 4 1 3

8 1

1 , 9 3 9

2 4 3

2 2 6 3

2

9 3

0

9 5

8 3

2 , 0 3 2

2 4 3

2 , 3 5 8
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(4 ) 愛鳥モ ブル校の指定

児童生徒の情操教育の一環舞並びに愛鳥思想の普及啓 も う を図 る ため、 次の小、 中学校を愛鳥モデ

ル校に指定 してい る 。

表 2 3 愛鳥モ ブル校

指 定 期 間 市 町 村 名 学 校 名 摘 要

昭和 5 7 4 ~ 6 2 . 3

。十

鳥 取 市

智 頭 町

若 桜 町

倉 吉 市

境 港 市

中 山 町

日 南 町

柳 南 中 学 校

智 頭 小 学 校

若 桜

明 倫 "

西 郷 "

上 道 "

中 山 "

多 里 "

8 校

野鳥愛護林を有し てい る 。

野鳥愛護林を有 してい る 。

、@

(5) 野生鳥獣の生息調査

野生鳥獣の保護対策、 狩猟対策及び有害鳥獣対策の適切な実施に資する ため 、 次の調査を実施 し

た 。

表 2 4 野生鳥獣の生息圏査

区 分 凋 査 地 対象鳥獣 爛査定線の規模 凋 査 回 数

生息分布凋査 大山町大山寺ほか 8 か所 一般鳥獣 輻 4 0 m 延長4 Km 6 月 、 1 1 月 各 1 回

休 猟 区

役定効果調査

岩美町岩常休猟区ほか

4 か所
狩猟鳥獣 幅 4 0 m 延長 2 Km 6 月 、 1 1 月各 1 回

ガン、 カ モ、 白

鳥類一斉調査
鳥取市千代川ほか 4 か所

ガン、カモ

白 鳥 類
水面の全域

1 1 月 、 1 月 1 6 日 ~

1 月 1 7 日

指 定 鳥 類 等

保 護 捌 査
佐治村高鉢山 ほか 5 か所

オ シ ト リ

イ ヌ ワ シ
渡来地及び営巣地

オ シ ド ノ

1 1 月 と 3 月各 1 回
イ ヌ ワ シ

5 、 6 、 1 、 3 月 各 1 回
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